
VIIまとめ

1 5中田遺跡群の縄文時代について
遺構について

沖田 I遺跡からは黒浜式期の第 5号住居跡 1軒、諸

磯a式期の第 7号住居跡 1軒、諸磯b式期の第 3• 9 • 

10 • 11号住居跡の 4軒と、各時期の土塘7基が発見さ

れた。沖田II遺跡は、遺物包含層のみ検出され、遺構

は発見されなかった。また、沖田III遺跡からは黒浜式

期の第20号住居跡 1軒、諸磯a式期の第18• 19号住居

跡の 2軒が検出されている。いずれも1打吾跡覆土出土

の遺物から判断された時期て‘‘あり、埋甕を伴う住居跡

は4軒てあった。

住居跡のプランは長方形を呈するものが殆どてあ

り、黒浜式期の第 5号住居跡はやや台形状の長方形て‘‘、

壁柱穴がしっかりと巡るものて‘‘ある。主柱構造が明確

て‘‘はなく、関山式に近い柱穴配列が窺える。黒浜式の

中ても古い様相を示していよう。やや新しくなって諸

磯 b式の第 3号住居跡や第 9号住居跡は、プランが長

方形となり、壁柱穴の間隔が広がり本数を減らしてい

くい傾向が窺われる。第 3号住居跡は重複しているの

てあろうか、壁柱穴が二重に巡っている。出土土器も

黒浜式と諸磯b式を主体とするため、重複住居跡の可

能性が高い。

一方て‘ヽ 、諸磯a式期の第 7号住居跡は円形に近い隅

丸方形を呈し、非常に小型の住居跡て‘ヽ、埋甕を持つが、

壁柱穴は存在しない。他の住居跡と比べて明らかに形

状が異なり、形態から通常の住居跡て‘‘はなく、特別の

機能を有していた可能性も十分に考えられる。

縄文時代前期の土器群について

沖田遺跡群出土土器は、中期の破片（第21図130

~132)が若干存在しているものの、殆どが前期の土器

群て‘あった。時期を追って概観する。

沖田遺跡群最古の上器群は、前期前葉の花積下層式

の新段階からニッ木式段階にかけての土器群て‘あり、

沖田III遺跡のグリッド（第54図1~ 5)から出土して

いる。隆帯による環状のモチーフ（ 1)や、器壁ヵ噴阜

く、胴部上半に 2条の低隆帯を巡らせて幅のやや狭い

羽状縄文を施文するもの (2~4)、胴部に隆帯を巡ら

せて）レープ文を地文に施文するもの（5)等の種類が

あり、Jレープ文の存在からすればニッ木式の古段階に

位置付けておいた方が良いかもしれない。

次に、古い土器群は関山式II式の土器群て‘‘、沖田 I

遺跡のグリッド（第19図1~ 9)から出土している。

片日付の深鉢土器（1)や、「正反の合」による異条斜

縄文て羽状の菱形構成を採るもの (2、3)、Jレープ文

て‘モチーフを描くもの (4~9)が存在する。

黒浜式段階は県北部という地理的な要因も強く、文

様のある土器は殆どが大形菱形文系士器て‘‘ある。第3

号住居跡（第 9図 1、2)や、第8号土堀（第17図3)、

沖田 I遺跡グリッド（第19図10~15)等て‘‘出土してい

る。何れも平行沈線文て菱形文もしくは疑似菱形文を

描くものてあり、爪形文を使用するものはなかった。

また、胴部に整然とした菱形状の羽状縄文を施文する

土器が、第 5号住居跡（第11図2) と沖田II遺跡の包

含層（第49図1~10)から出土している。第49図1~10 

は胴下半部に幅の広い羽状縄文を施文し、胴上半部に

は爪形文の大形菱形文が描かれよう。他に、口縁に小

突起の付くものがある（第19図18、20)。18は波状口縁

の波項部に突起が付くものて‘‘、 20は平日縁に多単位の

小突起がつくものと思われる。

諸磯a式段階は第 7号住届跡の埋甕（第12図 1)と、

沖田 I遺跡のグリッド（第20図71~84)から少量出土

している程度て‘‘ある。口縁部の幅狭な横帯区画内に、

平行沈線文て‘‘鋸歯状文を施文するもの (71~75)や、

円形竹管文を垂下するもの(81、82)、口縁部に細かな

爪形文を施文するもの(83)、米字文系のモチーフを施

文するもの等が存在する。

諸磯b式は、爪形文を多用する古段階の上器群が第

10号住居跡（第15図10~23)と沖田 I遺跡グリッド（第

21図85~114)て‘‘出土しており、浮線文を特徴とする中

段階の土器群が第 3号住居跡（第 9図12~18) と、第
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9号住居跡の埋甕（第13図 1)、沖田 I遺跡グリッド（第

21図119~121)て‘‘少鼠出土している。古段階の爪形文

は、爪形文間に刻み目を施すものて‘ヽ、大振りの摺曲文

の間に渦巻文や円形竹管文を配する構成を採る。また、

中段階の浮線文は古段階の渦巻文のモチーフを浮線文

化したものから、独立した渦巻文が存在するなど、や

や時間幅が看取される。第 9号住居跡の埋甕（第13図

1) は、頸部が闇い位置て‘‘括れ、底部付近が窄み、浮

線文の横帯化ヵ遼fしいこと等から、浮線文の中て‘、も比

較的新しい。

最後に、第 7号1む居跡の埋甕について若干検討した

ぃ。第12図 1は口縁部力涼月顔状に開く深鉢型土器て‘‘、

残念ながら口縁部と底部を欠損する。口唇部直下と胴

部を帯状の磨消縄文帯て区画し、間に挟まれた口頸部

文様帯に磨消縄文による渦巻文や幾何学的なモチーフ

が描出される。この磨消縄文帯は、幅の狭い平行沈線

文て縁取られ、平行沈線文上に細い半戟竹管を器面に

対して垂直に近い角度て‘‘刺突した爪形文を施してい

る。口頸部の文様は復元し得ない部分が多いが、おお

よそ 4単位に文様が描かれ、 1つが正面の渦巻文て‘‘、

他の 3つは左右に流れた十字状のモチーフ構成を採

り、部分的に円形竹管文を施す。それぞれの文様は上

下の磨消縄文区画帯と接して一体化するが、直接的に

左右のモチーフとは連結しないようてある。十字状文

はいわゆる米字文からの変形の様てあるが、渦巻文は

その出自が不明瞭て‘、ある。

黒浜式から諸磯a式への変遷過程て｀、黒浜的な文様

構造は多くの系統として継承されているが、沖田遺跡

群の諸磯a式には肋骨文系統の土器群は存在していな

い。しかし、第 7号住居跡埋甕には黒浜式から引き継

がれる様々な系統要索が窺える。口頸部文様帯の 1帯

構成て‘ヽ、描出されるモチーフが上下の磨消縄文区画帯

と一帯化している点に、大方の編年的位置付けが決ま

るて‘‘あろう。しかし、モチーフが4単位構成て‘あるこ

とは、この土器が本米的には 4単位波状口縁の文様構

成を継承するものて‘‘、平縁系の肋骨文の様な多単位構

成を継承するものてはないことを示している。米字文

系のモチーフは複段に施文されるものが口頸部の一帯

に集約される場合は、川臼田遺跡第 1号住（関根

1999)、峯岸北遺跡第10号住（田中 1998)、稲荷丸4

号住（羽生 1983)出土士器に見 られる様に大半が上

下左右に連結し変形木葉状入組文化して単位文化する

か、複雑な変形をきたして、磨消縄文と単位文とのモ

チーフ上の反転が行われる場合が多い。しかし、第 7

号1担呂跡の埋甕は地文縄文上に明らかに磨消縄文部分

をモチーフとして描いており、単位文化の傾向は同じ

てあるとは言え、独立した大形の 4単位化するところ

に特徴がある。斜行する十字状文は縦位区画規制の弛

緩に要因が求められている（鈴木 1979、1994)が、

大元のモチーフは塚屋遺跡第10号住の米字文土器（市

川 1983)の様に整然とした多段の横帯区画モチーフ

の系統て‘‘はなく、円阿弥遺跡第10号住（金子 1991) 

の埋甕や、天神前遺跡第26号住（田中 1991)出土土

器の様な、横帯区画の曖昧な大形菱形文系の要索を引

くモチーフの系統上にあろう。この文様構成には、肋

骨文からの影響も否定し得ない。また、 4単位モチー

フの中に、既に単独の渦巻文が成立していることは、

諸磯b式渦巻文の成立要因の一端を担うことも考えら

れる。同様に単独の磨消渦巻文を施文する土器は、木

戸先遺跡第247号土壊（高橋 1994)からも出土してい

る。沖田遺跡の埋甕にみられる渦巻文のやや角を作る

描出法や、全体的な構成には変形木葉状入組文の影響

が強く窺われ、その成立要因として変形木葉状入組文

の拡大化も想定しなければならない。大形菱形文的な

文様構成と組みする渦巻文の系統として理解されるの

か、あるいは全く別の変形木葉状人組文の巨大化か、

または、傍らに諸磯b式の渦巻文が存在しているかは

即断されないが、岡部町という地理的な要因や、谷井

彪氏の鋸歯状文構成の検討（谷井 1998)等を参考に

すると、進化論的な解釈のみに留まらずに、文様構成

原理の残存性や系統性も考慮する必要性があるように

思える。今後、さらに事例検討を通じて、これらの問

題について検討していきたいと考えている。
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2 古墳時代以降について
遺構について

古墳時代前期は、沖田III遺跡て‘‘竪穴状遺構5基、方

形周溝墓7基が検出された。所属時期については、前

述したように、周辺から、わずかながら、刷毛目の施

された破片が出土することから推定したものてある。

翌宍状遺構は、方形周溝墓に切られており、遺存状

況は良くない。遺物も出土しておらず、焼土なども見

られないためその性格については不明とせざるを得な

し‘o

方形周溝墓も残りが悪く浅いものが多いが、密集し

て切り合っており、周溝の 1箇所が切れるもの、全周

するようなものなどにわけられるが、遺物が出土して

いないため詳細は不明て‘‘ある。

後期は、殆どその痕跡は見られない。ようやく遺構

が見られるのは、 7世紀後半になってからてある。

住居跡は、沖田 I遺跡て‘‘5軒、沖田III遺跡て‘10軒検

出された。住居形態は方形て‘‘、規模は 3~4m台のも

のが中心てある。最大は沖田 I遺跡第 1号住居跡て‘‘6

mを超える。最小は沖田III遺跡第 8号住居跡て‘‘2.8m

てある。柱穴は基本的に対角線上に 4本て‘‘あるがはっ

きりしないものもある。鼈は、 1軒を除いて、北西或

いは北東面に設置される。位置は中央かやや右寄りて‘‘

ある。貯蔵穴を持つものは少なく、 1膊干中 3軒のみて‘‘

ある。

翌宍疇跡て‘‘特徴的なのは、沖田 I遺跡第 6号住居

跡て‘‘住居跡中央の床下から、甕の上半部が倒位て‘‘埋設

された状態て‘‘検出された。これについては、所謂床下

土堀の範疇て‘‘捉えていいものか、或いは別の意味を持

つのか、今後の検討課題としたい。

同じく沖田 I遺跡第 8号住居跡は西から北側にかけ

て第10号溝が建っている。東及び南側は調査て‘‘きな

かったが、第10号溝は第 8号住居跡を囲んて‘‘いる可能

性がある。また、第 1号住居跡は排水用と考えられる

溝があり、遺跡の標高が他の遺跡よりやや低いことか

らも、当時の生活環境の一端をあらわしているものと

考えられる。

掘立柱建物跡は沖田 I遺跡て‘‘7棟検出された。竪穴

住居跡との重複がないこと、柱穴出土の遺物などから、

多くは竪穴住居跡と同じ時期と考えておきたい。

平安時代は遺構が少なくなる。

竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 1棟が沖田 I遺跡て‘

検出された。竪穴住居跡は長方形て‘‘、鼈は北東壁のか

なり右側に寄って設置される。

道路状遺構が沖田III遺跡て‘‘検出された。輻 lmほど

て‘‘底面にはピットが並ぶ。覆土は硬く、特に底面のヒ°ッ

ト状部分はかなり固くしまっていた。遺構の形状から

は、やや新しくなるとも考えられるが、硬くしまった

覆土から出土する遺物は、須恵器及び土師器細片て‘‘あ

ることから、平安時代の遺構と判断された。

中世以降は河川跡を含む低地部分の埋没が進んだよ

ぅてある。埋積土の中に常滑産の陶器片などが若干認

められる。

以上のように沖田遺跡群て‘‘は、古墳時代前半に方形

周溝墓が造られたが、 6世紀には人々の生活の痕跡は

確認されない。以後、 7世紀後半に集落が営まれる。

この時期が集落の最も安定した時期となる。 8世紀に

は遺構は認められず、 9世紀以後わずかに住居跡など

が見られる。各遺跡は面積も広いとはいえず、周辺の

他の遺跡の立地よりは若干低いなどの違いが見られ、

当該時期の一般的な状況をそのまま表しているとは必

ずしも限らないと思われる。

住居跡出土の土器について

次に、集落の中心時期て‘‘ある 7世紀後半の住居跡出

土土器について見てみたい。

古墳時代の住居跡は、沖田 I遺跡て‘5軒、沖田III遺

跡て‘10軒検出された。遺物の出土量は少なく、器種も

揃っていないため、ここては上師器坪を対象とする。

出土した坪は主に 3分類される。

ひとつは模倣坪てあり、 III―1住の 1などが該当す

る。 2つめは有段杯てあり、 III―12住の 6などが該当

する。 3つめは内屈口縁坪て‘‘、 I-1住などが該当す

る。
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坪の出土量が比較的多い沖田III遺跡第 1号住居跡、

第12号住居跡、第11号住居跡、第16号住居跡を中心に

検討する。

第1号住居跡からは模倣坪、有段坪、皿形の坪など

が出土している。模倣坪は体部が扁平化しており、ロ

縁部は外反の度合いが強い。日縁部と体部の境は、ロ

縁部を横撫て‘‘することによって段を作り出している

が、体部の箆削りによって稜線化しているものも見ら

れる。口径は12cm台が中心てある。有段坪は、体部が

浅く口縁部の段は弱い。口縁部と体部の境は箆削りに

よって稜線化している。口径は12cm台て｀ある。坪は全

体的に段の作りは簡略化されているのが特徴て‘、ある。

第12号住居跡からは模倣坪と有段坪が出土してい

る。模倣坪は体部が浅く口縁部の立ち上がりは第 1号

住居跡に比べて短い。また、日縁部と体部の境は稜線

化している。日径は11cm台のものが多い。これらの特

徴から第 1号住居跡より後出するものと考えられる。

有段口縁杯は 1点てあるが推定口径12.4cmと模倣坪

よりやや大きめて‘‘、体部と口縁部の境及び口縁部の段

は出土している中ては明瞭て‘ある。

第11号住居跡は模倣杯と有段口縁坪が出土してい

る。模倣坪は口径12cm前後て‘‘体部は扁平化が進んてお

り、平底化しているものもみられる。有段口縁坪は破

片が小さいが、同じく平底化が進んて‘‘いる。

第16号住居跡は、模倣坪は推定口径13cmとやや大き

めてあるが平底化している。有段坪は、口径12cm前後

て‘‘口縁部の段は弱く、段が2段のものが見られるが沈

線となっており、平底化している。

沖田 I遺跡て‘‘は第 1号住居跡、第 6号住居跡、第 8

号1il吾跡、第19号住居跡から坪が出土しているが量は

極めて少ない。

第1号1主居跡からは内屈口縁坪と有段口縁坪が出土

している。内屈口縁坪は推定口径12.6cmて‘‘口縁部はや

や直立気味て‘‘ある。有段口縁杯は小破片てあるが、ロ

唇部が大きく外反し推定口径10.2cmと小型化してい

る。また、第28号土壊からは第 1号住居跡と極めて類

似の遺物が出土している。第28号土横は第 1号住居跡

を切り込んて‘‘いることから、出土遺物も第 1号住居跡

のものて｀ある可能性が極めて高い。第28号土堀の遺物

が第 1号住居跡のものと考えるなら、出土している坪

は口径14.2cmてあり第 1号住居跡のものと大小の組

み合わせとして捉えられる。

第6号住居跡からは模倣坪 1点と有段日縁坪 1点が

出土している。いずれも体部は扁平化しており、有段

杯は段が弱くなっている。口径は12cmほどてある。沖

田III遺跡第11号住居跡と同時期と思われる。

第8号住居跡は口縁部が大きく開き日縁部上半が肥

厚する坪が2点出土している。 1点は黒色処理される。

類例は少ないが、県北方面て‘‘似通ったものがいくつか

あるものと思われる。強いて類例を求めるなら、若宮

台遺跡第64号住居跡、山根遺跡B地点第43号住居跡等

に共通性があると思われる。

第19号住居跡の口縁部が長く内傾して立ち上がる

坪は 6世紀段階から少量て‘‘はあるが継続して見られる

ものてある。

各廿罪跡の前後関係については、模倣杯の形態がこ

の中て‘‘はしっかりしていることを持って沖田III遺跡第

1号住居跡が一番古いものと考えられる。沖田III遺跡

第12号住居跡、第11号住居跡、第16号住居跡は、体部

の扁平化が進んて‘‘おり、近接した時期と思われるが、

あえて分けるなら、体部が平底化しているものが多い

第11号住居跡、第16号住居跡をより新しい段階と考え

たい。沖田 I遺跡第 1号住居跡は、内屈日縁坪が出現

しており、一番新しい段階て‘ある。沖田 I遺跡第 6号

住居跡は、平底化の度合いから沖田III遺跡第11号住居

跡と同時期と考えておきたい。沖田 I遺跡第 8号住居

跡は判断に苦しむが、体部が扁平化している事から沖

田III遺跡第 1号住居跡と近接した時期と考えておきた

し‘o

次にこれらの住居跡の時期について、他遺跡の成果

と照らし合わせてみたい。比較する遺跡として今井川

越田遺跡と砂田前遺跡を対象とする。

まず、沖田III遺跡第 1号住居跡は今まての検討から、

模倣坪に関してはやや古い様相が窺えるものの、有段

-112-



杯などの坪全ナ本の様相からはやや新しくなるものと考

えたい。今井川越田遺跡VI間に、砂田前遺跡のIV期新

段階に相当するものと考えられる。沖田III遺跡第12号

住居跡、第11号住居跡、第16号住居跡は模倣坪が小型

化し，日径が11cm台となっているこ とから今井川越田

遺跡第VII即に相当すると考えられる。砂田前遺跡て‘‘は

第V期古段階か、あるいは第IV期新段階との間にもう

1段階入るものと思われる。沖田 I遺跡第 1号住居跡

は、今井川越田遺跡の中には該当するものは見られな

い。有段口縁坪は口径が10.2cmと小型化しており、国

道17号バイパス砂田前遺跡第 9号住居跡に類例が求
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沖田 Ill遺跡第 1号方形周溝墓

沖田 Ill遺跡第 2号方形周溝墓

沖田 Ill遺跡第 5号方形周溝墓
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沖田 Ill遺跡第20号住居跡 I 沖田 Ill遺跡第20号住居跡出土遺物

． ~ 

．・ 
沖田川遺跡第 17号住居跡出土遺物 沖田 Ill遺跡グリッド・その他出土土器

沖田 Ill遺跡グリッド・その他出土石器
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沖田 Ill遺跡第 1号住居跡 6
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沖田 Ill遺跡第12号住居跡 2 沖田 Ill遺跡第12号住居跡 3
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沖田 Ill遺跡第 12号住居跡 4 沖田 Ill遺跡第12号住居跡 6

沖田 Ill遺跡第12号住居跡 8 沖田 Ill遺跡第16号住居跡 2

沖田川遺跡第 16号住居跡 3 沖田 Ill遺跡第16号住居跡 4

沖田川遺跡第16号住居跡 5 沖田川遺跡第 19号住居跡 l

沖田川遺跡第14号溝跡21 沖田 Ill遺跡第 14号溝跡25

沖田 Ill遺跡第 14号溝跡26 沖田 Ill遺跡第 14号溝跡27
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沖田 Ill遺跡第 14号溝跡24 沖田 Ill遺跡第 1号住居跡［8

沖田 Ill遺跡第 1号住居跡19 沖田 Ill遺跡第 1号住居跡20

沖田 Ill遺跡第 1号住居跡23 沖田川 遺跡第 1号住居跡24

沖田 Ill遺跡第 5号溝跡13 沖田 Ill遺跡グリッド4
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沖田 Ill遺跡第11号住居跡 8 沖田 Ill遺跡第16号住居跡 6

沖田 Ill遺跡第19号住居跡 2 沖田 Ill遺跡第 3号溝跡 6

沖田 Ill遺跡第 5号溝跡15 沖田川遺跡第14号溝跡28
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沖田 Ill遺跡第11号住居跡 7 沖田 Ill遺跡第 3号溝跡 9

沖田 Ill遺跡第 3号溝跡 7 沖田 Ill遺跡第 3号溝跡 8

— 図版25 ―



l報 告 書抄録 ］

ふ り が な おきた I／おきたII／おきた］II

書 名 沖田 I／沖田II／沖田III
副 書 名 岡部町西部工業団地関係埋蔵文化財発掘調査報告

巻 次 I 
シリーズ名 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書

シリーズ番号 第231集

著者氏名 木戸春夫

編集機関 財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

所 在 地 〒369-0108 埼玉県大里郡大里村船木台 4-4 -1 TEL 0493-39-3955 
発行年月日 西暦 1998（平成10)年11月30日

ふ りがな ふりがな コ ド 調査面積所収遺跡 所在地
市町村 ：遺桃番号

北 緯 東経 調査期間
(m') 

調査原因

お沖き田たいIち遺いせ跡き さいたまけんおかべまち 11405 : 139 36°12'42" 139°12'22" 19970401~ 3,700 工業団地建埼玉県岡部町 ， 
19970430 設に伴う事閃あざ籐ざわ 暮

字沢295 前調査ち
地10

お沖き田たIにI遺いせ跡き さいたまけんおかべまち 11405 : 140 36゚11'40" 139゚11'40” 19970106~ 4,500 工業団地建埼玉県岡部町
おおあざ籍ざわ 馨 19970331 設に伴う事
大字沢303 19970502~ 前調査ち
地5 19970530 

お沖き田たさIIIん遺いせ跡き さいたまけんおかべまち 11405 : 141 36'12'20" 139゚12'20" 19970106~ 4,800 工業団地建埼玉県岡部町

閃あざ籍ざわ 馨 ， 19970331 設に伴う事
字沢303 19970701~ 前調査ち

地11 19970829 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

沖田 I遺跡 集落跡 縄文時代前期 竪穴住居跡 6軒 縄文土器
土壊 7基 石器

土師器
古墳時代 竪穴住居跡 5軒 須恵器

掘立柱建物跡 6棟 土製品
土壊 5基 鉄製品
溝跡10条

平安時代 竪穴住居跡 1軒
掘立柱建物跡 l棟
土塘18基
井戸跡 l基

沖田II遺跡 集落跡 縄文時代前期 河川跡 1条 縄文土器

石器
平安時代 土壊 3基 土師器

溝跡 1条 須恵器

沖田III遺跡 集落跡 縄文時代前期 竪穴住居跡 3軒 縄文土器
石器

古墳時代 竪穴住居跡10軒 土師器
方形周溝墓 7基 須恵器
竪穴状遺構 5基 土製品
溝跡14条 鉄製品

陶磁器
平安時代 道路状遺構 1条 銭貨

土壊12基
溝跡 2条

井戸跡 1基

中・近世 土壊墓 1基
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